
提

出

者

高

井

美

穂

平
成
十
八
年
六
月
十
五
日
提
出

質

問

第

三

七

九

号

皇
室
典
範
改
正
案
の
提
出
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
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皇
室
典
範
改
正
案
の
提
出
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
三
月
十
五
日
提
出
の
質
問
第
一
五
〇
号
「
皇
室
典
範
改
正
案
の
提
出
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
で
同
法
案
の
今
国
会
提

出
の
方
針
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
政
府
は
「
皇
室
典
範
の
改
正
に
つ
い
て
、
こ
の
度
の
文
仁
親
王
妃
紀
子
殿
下
の
御
懐
妊
と
い

う
御
慶
事
も
踏
ま
え
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
国
会
の
会
期
末
を
迎
え
て
も

政
府
は
同
法
案
提
出
の
手
続
き
を
取
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
以
下
の
と
お
り
再
度
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
皇
室
典
範
改
正
案
を
今
国
会
に
提
出
し
な
い
こ
と
を
い
つ
判
断
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
正
式
に
表
明
し
た
の

か
。
簡
明
に
回
答
願
い
た
い
。

二

小
泉
純
一
郎
内
閣
総
理
大
臣
は
本
年
一
月
二
十
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
の
施
政
方
針
演
説
で
「
皇
位
が
将
来
に
わ
た
り
安

定
的
に
継
承
さ
れ
る
よ
う
、
有
識
者
会
議
の
報
告
に
沿
っ
て
、
皇
室
典
範
の
改
正
案
を
提
出
し
ま
す
」
と
明
言
し
て
い
る
。

そ
の
後
皇
室
に
お
か
れ
て
の
ご
慶
事
な
ど
状
況
の
変
化
は
十
分
承
知
し
て
い
る
が
、
か
り
に
も
わ
が
国
の
総
理
大
臣
が
、
国

権
の
最
高
機
関
の
本
会
議
場
で
明
言
し
た
同
法
案
提
出
の
方
針
を
変
更
す
る
な
ら
、
国
民
の
前
で
自
ら
そ
の
理
由
を
説
明
す

る
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
誠
実
に
示
さ
れ
た
い
。

一



右
質
問
す
る
。

二


